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Ⅰ はじめに 

 

 学習指導要領第１章総則において，生徒の「生きる力」をはぐくむことを目指し，創意

を生かした特色ある教育活動を展開する中で，基礎・基本的知識・技能をはぐくむととも

に，主体的に学習に取り組む態度を養い個性を生かす教育の充実に努めなければならない

ということが示されている。またその際，生徒の発達の段階を考慮しながら，生徒の言語

活動の充実に努めるとともに，家庭との連携を図りながら生徒の学習習慣が確立するよう

配慮しなければならないとされている。また，OECD の PISA 調査等の結果分析より，思

考力・判断力・表現力等を問う読解力や記述問題，知識・技能を活用する問題において課

題があるとされ，その打開策を求めていくことが社会的にも急務の問題と認識されて久し

い。生徒の学習意欲の観点からの先行研究においては，Reeve(1999)によると，生徒の学習

活動に対する適正且つ即時的な評価は学習意欲を高め，また自ら学習を深めようとする内

発的学習意欲を高める効果をもつとされている。このことから，様々な学習活動を進めて

いく中で，生徒にいかに適正な評価を下し，またそれと同時に学習活動と連動したサポー

ト体制により、生徒に効果的なフィードバックをどのようにして与えていくかが今後 PISA

調査等で指摘されている部分でもある既習の知識を生かしながら主体的に思考・判断・表

現していく力の育成，また学習指導要領で示されている「生きる力」すなわち，生涯にわ

たって学習を進めていくことができる自律的な学習者を育成するための大きなカギとなる

ものと考えられる。 

 本外国語科では，本年度の研究主題である「言語活動を通した思考力・判断力・表現力

の評価についての組織的な取組」を受け，以上の事柄を鑑みながら研究を進めていく。 

 

Ⅱ 研究の経過 

 

 本校は国立教育政策研究所より学習評価に関する研究指定校として，平成２３年度には

「学習指導要領に定められた目標等の実現状況を把握するための評価方法の研究開発」と

いう研究主題のもと研究を推進してきた。外国語科ではそれを受け、「生徒一人一人の学習

状況を的確に把握する評価方法の研究Ⅰ」として，特に「話すこと」「書くこと」の学習指

導の工夫及び評価方法の研究を推進してきた。具体的には生徒の発達段階を考慮しながら，

生徒の言語活動の充実に努めるべく各学年の年間指導計画を見直し，発信型の活動を配置



 

するようにした。また、その活動の結果を教師の授業改善に生かすべく，的確に状況把握

するための工夫や，生徒が各々の学習活動における目標を確実に把握できるよう，また生

徒がそれぞれの到達度に関する情報を速やかに得られるような評価方法の開発に努めた。 

 具体的な実践内容を述べると，話すことに関しては主に定期的なスピーチ・ディベート

の活動の導入，書くことに関しては主に物語や説明文のリテリングなどの活動を導入した。 

 また，それぞれの活動に対して導入・研究された評価方法は，スピーチ・ディベートに

関しては JTE，ALT による複数評価者によるルーブリックを用いた短期的な評価を，リテ

リングに関してはポートフォリオによって学習者の変化を見ながら評価を行う長期的な評

価の研究がなされた。これらの実践の効果と課題については，まず「話すこと」に関する

研，スピーチ・ディベートの活動の実践における効果に関してだが，ティームティーチン

グで常に共通のルーブリックを用い，共通理解をより意識し学習活動を進めたことにより，

授業中，個々の生徒に対し，学習目標に到達させるための望ましいよりきめ細かい支援を

施すことができた。また共通理解の中，明確なルーブリックを評価方法を取り入れたこと

により，評価の妥当性・信頼性を向上させることができた。さらには生徒の学習活動にお

ける到達度に関する情報を JTE，ALT より生徒に即時的に示すことができた事で生徒の目

的意識も高まり，学習意欲の面でも望ましい効果を得ることができた。課題として，この

研究実践によって知りえた効果を日常の学習活動においても活用し享受していくためには，

ルーブリックの簡略化や生徒の活動の見取りにかける時間を省略化していかなければなら

ない事，また評価をいかに評定へ導くかなどが今後の研究課題になっていくものと考えら

れた。「書くこと」に関する研究であるリテリングにおいてはポートフォリオによる評価の

効果として、「話すこと」で挙げられた点と類似し，ペーパーテストの結果のみでは知りえ

ない生徒個々の到達状況や問題点をより具体的に把握することができ，またそれによって

よりきめ細かい指導を生徒一人一人に施すことができた。課題としては，一冊ずつのポー

トフォリオの分析にかかる時間的なコスト面の如何，効果的な評価の時期，またそれら収

集された断片的データに基づいた形成的評価をいかにして総括的評価，さらには評定へと

導くかなどのが挙げられた。 

 

Ⅲ 本年度の研究および教科研究仮説 

 

本校は平成２３年度に引き続き，本年度も「学習評価に関する研究指定校」として研究

を推進している。そして本年度は「言語活動を通した思考力・判断力・表現力の評価につ

いての組織的な取組」を研究主題としていることは前述のとおりである。ここで本校生徒

の英語学習における状況を見てみる。本年度 4月に実施されたCRT 学力検査結果によると，

基本的知識については比較的定着している生徒が多く存在しているものの，それらの知識

を活用して自己の意見を構築・表明していくという「発信力」に関わる部分に関して，や

や消極的である傾向がみられることが判明した。このような傾向を見てみると、英語学習

において三森（2011：13）の述べるところの言語力を支える言語技術つまり，話したり書

いたりするためのスキルの更なる育成が本校生徒には必要なのではないかと考える。さら

に三森によると，この言語技術、話したり書いたりするためのスキルを高めるためには「本

や新聞などから得られた情報をうのみにせず，その情報から読み取った事実について、理



 

論的・分析的・多角的・批判的に考えることが必要である」としている。また達川（2012）

では論理的な思考力の育成の最終のゴールは「まとまりのある英語の文章（談話）を理解

し、英語で表現する力を育てること」とし，具体的には「英語で書かれたり，話されたり

する情報，事実や課題の背景や原因・理由をしっかり考えてみること」そして「相手が理

解できるように筋道を立ててわかりやすい英語で表現することが論理的思考力を育てるこ

とになる」としている。また学習意欲の側面から Reeve(1999)が指摘するところの評価とそ

のフィードバックの在り方の重要性も鑑み，本研究では生徒のもつ英語学習における思考

力・判断力・表現力の育成を昨年度に引き続き「発信力」に関わる部分つまり，「話すこと・

書くこと」の活動を中心に，生徒のさらなる学習意欲の向上，また自律学習への素地の育

成の礎となる評定に連結していく学習活動と評価の体系的な構成の在り方についての研究

に重きを置き以下のように研究仮説を設定し研究を進めていくものとする。 

 

 

 

 

 

Ⅳ 研究仮説に基づく実践例 

 

１．指導と評価の一体化を視野に入れた、学習活動及び評価計画の構成の工夫 

 学習指導要領において「生きる力」をはぐくむ事が基本理念として示され，また「知識

や技術の習得とともに，思考力・判断力・表現力の育成」に重きを置いた指導を展開する

ことの重要性が示されている。前述のように本校生徒の多くは，英語学習において基本的

知識はおおかた身につけることができているものの，それらを用い思考し，判断し，表現

していく言語力を支える言語技術の育成の面において何らかの手立てを講じられなければ

ならない。また，昨年度の研究結果からは，妥当性・信頼性の高い評価を個々の生徒に対

して効率的に行っていくための工夫，それらの情報を学習意欲の向上，自律的学習のため

の素地の育成のために生徒個々に即時的にフィードバックしつつ評定へと導いていく必要

があるという事が示された。そこで本研究では，まず学習活動および評価計画を構成して

いく段階で Grant and Jay (2005)が示す A Continuum of Assessment（評価の連続体）の

理論及び枠組みを援用することとした。この理論では、様々な様式や手段を工夫しながら

学習評価を進め，多角的な視点から蓄積されたデータにより，生徒の成長の様子をとらえ

ていくことが，評価の妥当性・信頼性を高めていく上で重要なことであるのは周知の事で

あるが，それらの活動をより効率よく展開していくために，それぞれの活動の役割の関連

性を考慮に入れ、 “informal checks for understanding, observations and dialogs, test and 

quizzes, academic prompts, performance tasks” などの一連のサイクル（連続体）の中で

進めていくことが重要であるとしている。これはすでによく知られた「PDCA サイクル」

や「逆向き設計理論」関連する理論である。具体的な A Continuum of Assessment の構成

については図 1 に示す。実践事例１では，この理論の枠組みに則り構成し試行した「話す

こと」「書くこと」中心の活動の様子，用いた評価方法，また生徒の変容そして成果と課題

について論じていく。実践事例 2 では同じく A Continuum of Assessment の枠組みを用い

教科研究仮説 

「話すこと」「書くこと」の学習指導を工夫し，その指導と一体となる評価方法を研究す

ることにより，生徒一人一人の学習状況を的確に把握することができる。 



 

た活動から評定への連結の試行とその結果について述べる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 実践事例１ 

(1) 題材名 

『Unit 4 Home stay in the United States』  

(2) 実践の概要  

  この Unit で学ぶ主な新出の文法事項は have to・will・must 等である。また教科書本

文では主人公はホームステイの経験等を通して，文化の違いなど解釈し，自分の苦情や

悩みを表現したり，生活様式の差異等について説明するという経験を経てコミュニケー

ションの大切さ等を学んでいくという流れになっている。そこで本実践では教科書内容

の発展的内容として生徒により現実的な状況で文化の差異に関する気付きという文脈に

おいて既習事項を活用させるべく，北海道教育大学函館校，上山先生及び国際交流・協

力センターに御協力いただき，留学生に来校してもらい，日本文化に関するプレゼンテ

ーションを生徒に行わせるという活動を実施した。プレゼンテーションの主な内容とし

ては，本校ではこの時期（7 月初旬）に生徒たちが家庭科において着物文化について学ぶ

経験をしていることから，Unit4 に関する学習の終了後，この家庭科で学んだ内容の中か

ら自分が是非に紹介したい内容を決めさせた。さらにそれを伝えるために必要な自分の

英語の既習知識を呼び起こすことを生徒に促しながら，事前に発表の構成や原稿を考え

させた。 

(3) 事前指導段階から評価までの A Continuum of Assessmentの枠組みを用いた活動の構成 

  プレゼンテーションのための前段階指導から実際のプレゼンテーションまでの活動の

構成及び評価の効率化等の工夫は A Continuum of Assessment の枠組みを用い，図２に示

すこととする。 

図１図１図１図１    A A A A Continuum of Assessment  (Grant and Jay.2005)Continuum of Assessment  (Grant and Jay.2005)Continuum of Assessment  (Grant and Jay.2005)Continuum of Assessment  (Grant and Jay.2005)    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        指導過程の中で質問や観察、小テスト,考えの発表などで理解度を探り、教師・生徒ともにその結果を把握する。

診断的評価。評価の資料として蓄積するものにはならない。 

Informal checks for 

understanding 

＋                          生徒への学習内容に関する質問、活動の観察，問答により生徒の理解度に関して評価・データ・蓄積をす

る。 

Observations and 

dialogues 

                        従来の定期テスト等の形式のもの  ・分離されたスキルについての問題 

                                  ・答えがひとつである問題 

                                  ・選択肢による出題 などの結果に関するデータ・蓄積をする。 

Test and quizzes 

                        オープンエンドな質問や，生徒が課題に対し批判的に思考したり、既習の知識を自分で呼び起こしながら課題

を乗り越えなければならないような活動の様子などに対して評価・データ蓄積をする。 

Academic prompts 

                        より現実的な設定の中での、複雑な要素の絡む活動であるのでより明確な評価規準を生徒に示し、高いレベル

に到達させるための工夫をした中で、評価・データ蓄積をする。             

Performance task 

               



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 実践事例１の実際 

① A Continuum of Assessment の枠組みを援用した効果 

   生徒の理解力というものは過去の知識の呼び起こしを繰り返しながら日々発展し，

伸張していくものであるので伝統的な単一の筆記テスト等の実施のみでは妥当性・信

頼性の高い評価をすることはできない。しかしながら，様々な学習活動のなかで収集

された断片的な膨大なデータによる形成的評価を元に同時進行で総括的評価を実施し

ていくことは煩雑すぎて現実的ではない。実践事例１においては A Continuum of 

Assessment の枠組みを援用した事により，生徒の発達の段階や活動の特性，次のタス

クへの体系的かつ有機的つながり等を考慮しながら，生徒の言語活動の充実を目的と

図図図図 2222    事前事前事前事前指導指導指導指導段階段階段階段階から評価までのから評価までのから評価までのから評価までの A CA CA CA Continuum of Assessmentontinuum of Assessmentontinuum of Assessmentontinuum of Assessment の枠組みを用いた活動の構成の枠組みを用いた活動の構成の枠組みを用いた活動の構成の枠組みを用いた活動の構成    
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主な学習活動 

実際に留学生を前にしてコミ

ュニケーションストラテジー

を駆使して情報を伝える。 

家庭科での授業内容を振り返り、特に

紹介したい内容についてのプレゼンテ

ーション内容を JTE・ALT からの支援

を受けながら作成する。 

新出文法事項及び教科書内容理解に

関する筆記テスト、教科書で扱われる

表現に関するスピーチテスト 

文法事項等、教科書指導内容に

関する質疑、ワークシート、観

察等の実施 

新出の文法事項等の説明ととも

に質疑等によって定着度・理解

度を教師、生徒とも把握 

評価の観点及び評価規準 

A 新出・既習文法知識等を基盤

に他の知識との関連を探る 

B 導入された文法知識の役割

を理解し正しく活用する 

C （C への手立てとして） 

ワークシートなどで特定し

た個人に対して、新出の文法

知識を既習の知識と比較・関

連させながら指導。 

言語や文化についての知識理解 

外国語表現の能力 

A 新出・既習文法知識等を駆使し相手にと

ってわかりやすい原稿を書く 

B 文法的な誤りのない原稿を書く 

C 個人指導を行う 

 
関心・意欲・態度 外国語理解の能力 

A コミュニケーションストラ

テジーを駆使し積極的に情

報を伝える 

B 積極的に応答する 

C サポートをし不安感を取り

除く 

A プレゼン資料以外の相手の

質問でも理解する 

B プレゼン内容に関しての質

問を大方理解する 

C ポートをし不安感を取り除

く 

評価の効率化と生徒へのフィードバック 

（FB）の工夫 

ワークシートの回収、授業中の質疑など

の観察結果より C 評価生徒を特定し、授

業外で個人指導・FB を行う 

タブレット PC でスピーチテストを録画

し教師は PC に生徒は SD カードに保存

し評価・FB の材料としポートフォリオ

化させる。 

また ALT の評価及び FBは生徒の SDに

録画されており必要のある時にこれも生

徒は自由に見られる。 

JTE からの評価及び FB はワークシート

に記入。 

プレゼンの練習の様子についても

タブレット PC で録画させ、映像ポ

ートフォリオとしての欠点や上達

ぶりを認識させる。 

プレゼン原稿は ALT が評価を行う 

実際のプレゼンテーショ

ンの様子もタブレット PC

で録画し評価を行う。 

生徒も SD に保存し自分の

学習の履歴を蓄積し、次回

のタスクに生かす。 新しいタスクへ 



 

した学習活動の配置を構成できたものと考える。また評価の場面においても，一連の

枠組みの援用により，それぞれの学習活動の整合性のある連結の中でタブレット PC 等

の ICT 技術の導入できたと考える。ことにより，作業の簡略化また ALT との作業分担

による効率化がなされたのではないだろうか。特にタブレット PC の導入は，生徒個々

の英語学習の様々な側面の成長について映像ポートフォリオを通し，容易に確認する

ことを可能にし，評価材料としての映像の有用性を改めて示した。日常的な授業の中

でも妥当性・信頼性を保証する評価規準の補完に足りうる事例の収集・検討が今後も

継続して必要になってくるものと考える。この点でタブレット PC の存在は，評価の在

り方の検証，または評価そのもののために割かれる時間コストの省略化に大きく影響

していく可能性がある事を強調したい。今後の課題としては，ICT 技術を有効活用し

ながら，生徒全体の各活動における到達状況・活動のレベルと評価規準を照らし合わ

せ，実践事例１においての思考・判断・表現に関する評価規準の妥当性・信頼性につ

いて継続的に検証していきたい。 

② 生徒の変容 

実践事例１では A Continuum of Assessment の枠組みを援用した事により生徒はタス

クとタスクの連結において整合性のある順番で次の活動へ進む事が出来た。そのことに

より新しいタスクに進む前に，自己の活動の伸びや問題点に関するフィードバックを得

ることができた。すなわち生徒の多くは体系的かつ有機的なつながりのある学習活動に

対し，以前よりも意識的に自己の経験や知識の呼び起こしを頻繁に行うなどしながら取

り組めたのではないかと考える。また生徒への有効なフィードバックの提供を可能とし

たこの枠組みの援用を支え，より効果的にしたのはタブレット PC の導入である事を特筆

したい。生徒一人一人は個々のタブレット PC により自分の学習活動での実際の姿を画像

によって簡単に目の当たりにする事ができた。これにより教師から示唆された改善ポイ

ントを元に，個々にとって効果的な振り返りが容易となった。特に個人的に学習を進め

る場面においては，自分の学習目標に対する到達具合を認識しながら、以前よりも明確

に目標をとらえ意識的に諸活動に組むよう生徒たちは顕著に変容した。またタブレット

PC の導入やそれに伴う SD カードの活用により，生徒達は各々、英語の得意な級友の映像

をコピーさせてもらい自己の参考にしたり，練習結果やスピーチテストの様子を保護者

に見せ，アドバイスをもらったりするなどもした。これら ICT 技術の導入は創造的な共

同学習・家庭との連携・個人での家庭学習への応用の可能性が示した。事後アンケート

においても，このような新しい形での共同学習及び個人学習の実践は生徒の学習意欲の

向上，自律学習のための素地の育成に対して好影響をもたらしたといってよいと考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

実際のプレゼンテーションの様子 

生徒のワークシート（保護者からのコメント入り） 



 

３．実践事例２ 

 (1)「思考力・判断力・表現力」を問う単元テストの実施 

  実践事例 2では，思考力・判断力・表現力の育成，生徒のさらなる学習意欲の向上，

また自律学習への素地の育成の礎となる評定に連結していく学習活動と評価の体系的

な構成の在り方の探究を念頭に置き，教科書 Unit1～Writing plus1，そして単元テス

トまでの学習活動の流れをその内容的な関連性を意識しながら構成した。単元テスト

においては思考力・判断力・表現力を問う設問を設定し，生徒が既習知識を引き出し

活用しながら解答する姿が捕らえられたのか，また単元テストまでの流れに関連性・

整合性をもたせることが生徒の点数に影響があるのかを検証した。まず図３により単

元テストまでの流れを示す。 

(2) 実践の概要 

  具体的にこの設問において生徒達は，与えられた情報（この場合日本語）を読み手

の立場に立ってわかりやすくまとめ（思考・判断）し，英語で日記の形式で作文（表

現）することが求められる。過去形・過去進行形等の既習知識や，ALT との現実的な

設定の中で行ったスピーチテストの経験，生徒が書いた英作文への JTE, ALT からのフ

ィードバックを思い起こすことが正答へのカギとなる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 実践事例２の実際 

 ①単元テストおける総括的評価及び評定への連結の可能性 

実践事例２の単元テストにおいて、生徒が思考・判断し既習知識を引き出し活用しな

がら表現し解答する姿をとらえることができたかという問いについては、今回に限り大

図３ A continuum of Assessment の枠組みを援用した単元テストまでの流れ 
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A 過去形、過去進行形等の使い分けを意識し４文以上で情報を英文に表

現している 

時系列、トピックにまとめ英文を書いている 

B 過去形、過去進行形が混在しているが文法的誤りはない。時系列、ト

ピックにまとめ英文を書いている 

C 文法的誤りが多く、時系列・トピック等にまとめられていない 

 

実際に使用した問題 

この問題の評価規準 



 

方成果はあったと考える。しかしながら、やはり筆記テストは静止画に対する評価であ

るのですべてをとらえることとはならないと考える。今回の実践に関して述べると，単

元テストまでの流れを一連の枠組みを援用し様々な活動を配列したことが、生徒に知識

の有機的な連結を可能にし，紙上の答案でも答えに到達するまでの生徒の姿をとらえや

すくしたのではないかと考える。 

②点数の変動について 

  ４月当初に実施していた「春休みの出来事について説明する」という内容の設問の平

均点と今回の単元テストでの設問の平均点を比較してみたが，有意な差は見受けられた

かった（マン・ホイットニーU検定）。テストの形式も異なり,目的も異なるので単純にこ

れら二つのテスト結果について比較はできないものの，今回は低学力層の生徒の得点を

見ると、平均点は若干だが向上していた。このことは日常の学習活動の構成や配置に有

機的な連結をもたせフィードバックの得られやすい環境を常に意識し構築することが低

学力層生徒とって有益な学習支援となっていくという示唆ととらえる。 

Ⅴ 仮説の検証 

 今回、実践事例１・２では A Continuum of Assessment (Grant and Jay.2005)を援用し「書

くこと，話すこと」の学習指導を工夫し，また指導と評価が一体化するよう評価方法を研

究した。生徒の発達段階を考慮にいれた一連のこの枠組みを学習の流れを構築する際取り

入れた事により，ICT 技術の導入も相まって効率的にまた細やかに生徒の状況を把握するこ

とを可能としたと考える。 

Ⅵ 成果と課題 

 成果としては，生徒の発達段階や活動内容の有機的なつながりを考えながら活動の配列

をすることが個々の生徒に意味深いフィードバックをもたらし自己の既習知識へのアクセ

スを容易にし，学習意欲の向上につながり，自律学習の素地の育成の面においても有益な

影響をもたらすことが分かった。また ICT 技術の導入の工夫の如何に膨大な生徒の成長の

横顔をとらえる効率的且つ有効的な評価情報収集，生徒へのフィードバックをもたらす可

能性があり，指導と評価が一体となった個に応じた指導を可能にする鍵ある事が示された。

課題としては日常的な授業の中でも妥当性・信頼性を保証する評価規準の補完に足りうる

事例の収集・検討が今後も継続して必要であり，そのための作業の効率化の努力や方法の

開発は継続されていくべきということがあげられる。 

Ⅶ おわりに 

 生徒の学習活動に対する適正且つ即時的な評価は学習意欲を高め，また自ら学習を深め

ようとする内発的学習意欲を高める効果をもつ事を教師の多くは経験的に知っている。特

に学習を不得意とする生徒には有効なフィードバックと連動した温かいサポート体制が必

要である。その大切な心の通った指導時間を確保するべく今後とも学習活動と評価の体系

的な構成の在り方についての研究を継続していきたい。     （文責 福 留 志 織） 
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